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Abstract : A female of Amblyomma testudinarium Koch, was removed with a razor

from the hind side of a femur of a 63-year-old woman who lived in Nagasaki City. The

tick body, excluding the capitulum, was 2.1cm in length and 1.8cm in width. The tick

laid 1456 eggs after having been removed from the femur.
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は　じ　め　に

タカサゴキララマダニAmblyomma testudinarium

Koch, 18剤そ　は東南アにyアから,日,にかけて広

く分布し,ウマ,ウエハ, 7シシタ,イヌ　なは豊ランの家畜の

はかに,鳥類,柁虫類など宿主を選ぶ範囲が広く,

時としてヒトにも寄生するといわれている0影井,

木畑, 1974;上村,近態1977 ; Kawashima et

al., 1960;北岡,鈴木, 1974;木船,引削, 1972:

田中ほか, 1960;長花,松尾, 1962; Yamaguchi

et al., 1971;山,ほか, 1976).我々も,種ダニ

の人体寄生例に遭遇Lたので,長崎県でのはじめて

の記録とLて報告する.
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症　　　　　例

患者:63才,主婦,初診:昭和53年7月5日u　家

族歴及び既往歴:ともに特記すべきことなL.

現病歴: 6月3日より2日間別府に旅行した. 6

月10日頃より右大腿後側にイポのようなものがある

oo)に気付き,再ハI手で触れていた.その%後徐ハイ3に大

きくなったので, 7シビル膏を貼付Lたが取れず,さ

らに大きくなバ%た. 7月4日夜,イボようの%物体を

カミソリの刃で切除した折に,これが動き出し驚い

て翌朝,某外科に来院し,著者の1人であるLU崎が

診察した･

初診時の症状:ダニの暁着部と思われる切除部は
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淡黄色ベラグ状の,化膿Lたような状態であった･

その周績ま手挙大の充血発赤を呈した.

治療及び経過:切除部を入念にみたが,ダニの口

器らLき部分ほ発見されなかったので,清拭創傷処

置Lたところ, 4, 5日で治癒Lた.血液一般検査

では　白血球数7,700,赤血球数349万,好醸球の増

加もみられず,貧血もなかった.

摘出されたダニ:寄生していたダニの口器はすで

にとれており,体色は淡黄色で,大きさほ胴長

2.1cm,胴幅1.8cmであった.本ダニは背甲板のエ

ナメル珪の模様や気門の形態等から著者の1人であ

る北岡によりタカサゴキララマダニAm的′omma

testudinarium Koch, 1844の雌成虫と同定された･

産卵状況と生存期間: 7月4日に摘出されたダニ

を腰高シャーレに入れて25-Cで保存しておいたと

ころ, 7月31日には産卵Lた･したがって,このダ

ニの吸血Lて産卵するまでの期間ほ27日以上とかな

り長いと推測される･次に産卵開始後,毎日産卵数

を数えた(第1図%.産卵数ほ産卵開始してから1

-3日後に非常に多く,その後徐々に減少し, 9日

めには産卵せず, 10日め08月9日%に死亡した.

したがって,このダニは切除後36日間生存したこと

になる.
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Days after begnning of oviposition

Fig. 1･ Daily changes in number of eggs

laid by a fed female of

Amblyomma testudinarium at 25-C.

考　　　　　察

わが国におけるタカサゴキララマダニの人体寄生

例については7例の報告がある0影井,木畑, 1974;

上村,近藤, 1977; Kawashima et al･, 1960;

木船,弓削, 1972;田中ら, 1960;長花,松尾,

1962:山本ら, 1976)･これらのダニほ雌と苦虫で,

雄の寄生例はまだ報告されていない･これは雌と苦

虫は長時間かかって吸血するが,雄ほ短時間に吸血

して寄主より離れやすいためであろうと思われる.

,種ダニの産卵数についてはあまり報告されてい

ない.今回の観察では　産卵数ほ1456個であった

が, 30,000個以上も産卵された例(北岡,未発表%

と比べればごく少ない.このような変異差に及ぼす

罪-の%要因は吸血量の%多少であるが, ,個体ほ口下

片が切除された際に破損し,また末受精であるため

に,不十分な数しか産卵していないものと考えられ

る･

摘出されたダニほ切除後36日間と長期間生存する

ことがわかった.同様のことほ田中ほか(I960)及

び長花,松尾(1962)によっても報告されている,

上に述べた既報の,種ダニの寄生を受けた患者の

うち, 1人ほ婦人でその感染経路ほ明らかではない

が,のこり6人ほ農林業に従事する男子と男子学生

I,どの場合も山野に入ってダニの暁着を受けたと

考えられている.今回の患者は老令の婦人で山野を

あるく習慣もなく,イヌ,ネコ及びトリなどのペッ

トも飼っていないが,ダニの寄生に気付く数日前に

別府に旅行しており,この間に野外でダニの寄生を

受けた可能性が高いと推測される.
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摘　　　　　要

長崎市内に在住している63才の婦人の右大腿部に

寄生していたダニを切除したところ,このダニは

タカサゴキララマダニAmblyommatestudinarium

Koch,1844の雌であることがわかった.この雌ダ

ニは切除後27日めから8日間にわたり,合計1456個

の卵を生んで死亡した.
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